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上塚司は、大正・昭和期の政治家として、またその半
生をブラジルのアマゾン開拓事業に心血を注いだ事業家として、その名が知られている。特に政治家としては、高橋是清の秘書官として、また『高橋是清自伝』 （千倉
熊本
　
好宏
上塚
　
司
国士舘を支えた人々
書房）の編者として有名である。加えて「アマゾン開拓の父」と称され、ブラジル日本人移民の功労者であることもよく知られているところである。　
一方、国士舘との関わりにおいては、アマゾン開拓事
業に係る教育機関 し 上塚司が校長となり設置した高等拓植学校が、創設後二年で国士舘を離れたためか、本学との密接な関係はあまり知ら ていないようしかしながら、上塚司は、国士舘の草創期 知る上では欠くことのできない人物で るとともに、国士舘の運営に深く関わってきた功労者のひとりでもある。　
上塚司は、一八九〇（明治二三）年五月、熊本県下益
城郡杉上村赤見（現熊本市南区城南町）に秀輝 六男して生まれた。　
そもそも上塚家は、 「下の上塚」と称される本家と、
司の家系である「 の上塚」の分家があり、それぞれ著
上塚　司
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名な人物を輩出している。司の周辺には、 「ブラジル移民の父」と称される従兄上塚周平がおり、大民倶楽部の熊本支部を主宰し国士舘との関係も深い上塚秀勝は実兄にあたる。また、アガサ・クリスティー 翻訳などを多数手がけた小説家・翻訳家の乾信一郎（本名・ 貞雄）は、司の甥にあたる。近代の熊本にお ては、高名な家系の出自である。　
上塚は、 熊本商業学校（現熊本商業高等学校）を経て、
一九一二年に神戸高等商業学校（現神戸大学）を卒業した。卒業論文で「太平洋問題」をテーマに取り組む中で、中国大陸の情勢に強い関心を持ち、同年、南満洲鉄道株式会社に入社することとなる。　
満鉄では当初、大連本部の会計課に配属の後、
一九一五（大正四）年夏頃 興業部販売課に移り撫順炭の販売に従事、翌年五月には朝鮮京城事務所勤務を経て、一九一七年六月から本部に復帰、総務部調査課に配属となった。この満鉄時代には特に、一九一六年八月から満州・朝鮮をはじめ印度支那に至るまで経済調査 従事、また一九一八年には外務省および農商務省 嘱託となり、中国揚子江沿岸の商工業を 心とした経済調査にも従事し 多数の報告書 作成している。これらの調査を基にして 後に自著『揚子江を中心として』 （織田書店
一九二五年）を出版した。　
この満鉄時代には、上塚と国士舘との関係がはじまっ
た。上塚が興業部販売課に移った一九一五年の夏、中国の大連に渡っていた柴田德次郎と出会ったことが契機であった。当時の柴田は、早稲田大学専門部を卒業後、相生由太郎を頼って大連の福昌公司に勤務してい （野田大塊文書） 。後年、上塚は柴田との出会いを、自身の回顧録「私の満鉄時代」 （ 『満鉄会報』第五九号 六九年一月）で、次のように振り返っている。
販売課に移って間もなく、弧影飄然として一人の青年が東京からやって来た。胸に満腔の熱血を蔵し面は禅僧のよう 静であった。旧友が一夜小会を催して彼を迎えた。集まるもの五、 六に過ぎなかったが彼は盛んに時世を説き教育を論じ政治を批判し意気軒昂純真なる青年 奮起を促した。私は最も強く と共鳴した。それ以後毎週日 定めて時事を論じ、理想 語ろうと協議がまとまった。（中略）集会の日は、夕食を終える 六人の若人達は必ずそこに集まった。雨の日も雪の日も唯一張りの卓子囲んで胸中 磊塊を吐露した。談論風発興に乗ず
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は熱気発刺として室内に溢れ、天地正大の気澎湃として湧くの思いがあった。吾等は互に手を取って誓った。身を挺して君国 ために尽そう、期到るを待っ 中央 集まろう。と。（中略）残れる盟血の内更に一名が東京に、一名は大阪に一名は安東に移った。私は大沢（通宏、筆者注）君と共に満鉄に残り、大民団の成立を喜び 約に従い熱意を以てこ を応援し、資金を送り又毎月の雑誌に原稿を書いた。この大民団が今日の国士舘総合大学の前身であり、 こ 言う東京の人こそ現国士館総合大学総長柴田徳次郎君である。
　
また、この機関
誌
『大民』には、上塚も多数の論考を
寄せた。現在のところ、一九一六年六月の創刊号から第二巻第二号までは、残念ながら所在や内容が不明なため確認できない 確認できる最初の寄稿は、第二巻第三の論説「胡麻の花」 （ 『大民』一九一七年三月）であるが、先の上塚の回顧録から推し量れば、創刊号から原稿が掲載された可能性はあろう 以後、ほぼ毎号、時に 「上塚眠虎」 ペンネームで、 『大民』に寄稿を続けている。特筆すべきは、前述 上塚著『揚子江を中心として』の一部が、既に『大民』誌上に掲載されている点である。例えば、 「東亜のエルサレム」 （第三巻第一号） 「江蘇遍歴記」 （第四巻第三号） 、 江西東部舟行記」 （第四巻第九号）などで、満鉄の調査行程とともに最新の中国情勢を大民団の関係者に、逐次詳細に知らせていたことがわかる。　
中国の揚子江調査を直前にひかえた一九一八年秋頃、
上塚は東京へ足を運び、大民団員と交流を持っている。同年一一月一日発行の『大民』第三巻第一一号は、あたかも上塚司歓迎号の様相で、多数の関連記事が掲載されている。青年大民 は、九月二八日に上 の歓迎を兼ねた時局問題大講演会を早稲田劇場で開催し、上塚自身は「支那大陸の形勢と帝国の地位」と題して演壇に立った。次いで、一〇月一八日には、送別を兼ねて 神田青年会
　
上塚晩年の追懐ではあるが、その柴田評はまさに信念
に燃える「国士」そのものであり、また上塚も同じく理想に燃える志士の様である。奇しくも、共に一八九〇年の生まれであり、二〇代半ばの若き二人が、肝胆相照らす仲となったことは想像に難くない。　
後に国士舘創立の母体となる青年大民団は、柴田を中
心として一九一三年に発足していたが、一九一六年六月の機関誌『大民』の創刊をはじめとする大民団 本格的な活動は、柴田の帰国後のことであった。
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館で興国大講演会を開催し、上塚は「帝国之自給自足と支那の将来」と題して三時間にわたる熱弁をふるった。また、一〇月六日には、麻布笄町の青年大民団本部で一宴が催され、大民団員の大歓迎を受けてい 。さらに同号には、 「大民同人」名で「上塚司氏を送るの辞」も掲載され、 「将来の支那問題、此人を俟つてそ 解決を見るべきあるを信じ、同人為めに邦家の至幸 慶祝して措かざる所なり」として 揚子江調査へ向かう上塚に大きな期待を寄せている。　
満鉄の揚子江調査を終えた上塚は、満鉄を退社し、
政界へ進出する一九二〇年五月、上塚は、第一四回総選挙で政友会系として熊本県第 区に出馬し 最年少の三〇歳 当選、衆議院議員とな 。これにともない満鉄を退社、 界へ進出 た。以後、政友会系の議員として、戦後は自由党系議員とし 計七回（第一四・一六・一八・一九・二二・二五・二六回総選挙）の当選を果たして る。一九二三年には、デンマークのコペンハーゲンで開催された第一二回万国議員会議に衆議院議員代表として参加し、欧州諸国を歴訪するとともに、帰国時には米国も周遊した。その見聞 基に上塚は、 『理想的農業国デンマーク土産』 （泰文館書店）を一九年に出版している。
　
この時期の上塚は、政界で一定の地位を築く傍ら、国
士舘との関係も深めていく。既に一九一七年七月には青年大民団 名誉理事（満洲之部） 名を連ねていたが、政界進出後の一九二二年には大民倶楽部の評議員に就任 一九二三年には理事に就任している。また、一九二一年七月の「国士舘維持委員会」の発足時には会計を担当し、国士舘 支援 も傾注するようになった。加えて、一九二二年には、財団法人国士舘の理事および評議員に就任し、運営そのものに深く関わりを持つようになる。このよう 一九二〇年の帰国後の上塚は、政治家として多忙な日々を送りつつも、国士舘の運営 も深く関わったのである。　
さて上塚は、一九二四年の第一五回総選挙には落選す
るも、同年、農商務省大臣高橋是清の秘書官に就任した。以降、上塚は特に高橋に重用されることとなる。農商務省が分離廃省となった一九二五年には、商工大臣高橋是清および野田卯太郎の下で、大臣官房秘書課長に就任する。一九二八（昭和三） は、田中義一内閣で大蔵大臣を務めた高橋および三土忠造の下では大臣秘書官一九三一年の犬養毅内閣で高橋が大蔵大臣となった際にも大臣秘書官を、翌一九三二年の斎藤実内閣でも 蔵大臣に留任した高橋の下で大蔵省参与官および大臣秘書
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マゾニア産業研究所兼附属実業訓練所」を設置し、帰国する。　
時を同じくして一九三〇年四月には、財団法人国士舘
の一教育機関として新設した国士舘高等拓植学校の校長に就任した。この国士舘高等
拓
植学校の詳細は、本誌前
三号の拙稿「国士舘高等拓植学校と移民教育」を参照いただきたいが、その設置の経緯は少々複雑であるので概略を記しておきたい。　
国士舘は、一九二九年に国士舘専門学校の設置ととも
に、国士舘実務学校を設置した。こ 実務学校は、商工科（昼夜開講）と
拓
植科を設け、修業年限一年の定員各
五〇名の各種学校であっ 。その設置には、一九二五年設置の国士舘商業学校が第一回卒業生を輩出するにあたり、その後の高等教育機関が求められて ことが背景にあった。加えて前述の通り、上塚が一九二八年以降にアマゾン開拓事業に関わりはじめていたこともあり、実務学校 は
拓
植科も設けられた。ところが実務学校は文
部省の認可は受け も の、当初、肝心の学生募集を行わず、教育機関としての実態は皆無であった。この め実務学校拓植科を独立するかたちで、一九三〇年に、定員五〇名、修業年限一年の高等
拓
植学校が設置されたの
であった。文部省への申請手続上、 大規模な新規の施設 ・
官事務取扱に就いている。一九三六年の二・二六事件で、高橋が陸軍青年将校に暗殺された後、上塚は高橋の口述を編集して『随想録』 、 『高橋是清自伝』 、 『高橋是清経済論』 （全て千倉書房）の三冊を、同年中に逐次出版した。高橋が生前、自身の口述を託していたことは、いかに上塚を高く信頼していたかを窺えるだろう。この上塚との関係から高橋は、国士舘をたびたび訪れ、一九二七年に「創立一一年回紀念日」に参列し、また翌一九二八年には大講堂で講演も行っている。　
上塚がこの間、広く政財界の知遇を得たことは、容易
に推察できる。これを背景とし 上塚は、少なくとも一九二八年七月頃より、ブラジルのアマゾン開拓事業に乗り出すことにな その契機は、神戸 等商業学校の後輩で同郷熊本出身の粟津金六らが、日本人移民を熱望するブラジルのアマゾナス州政府との間で、一〇〇万ヘクタールの土地無償譲渡契約を締結し、この話が上塚のもとに舞い込んだことであった。当時のアマゾンは未開の地であったが、直ちに上塚は、外務省に働きかけて第一次調査団を派遣し、選定地の 等をアマゾナス州政府と締結させた。上塚自身も、外務省の補助を受け第二次調査団の団長として一九三〇年六月 ア ンへ渡伯、 入植地 「ヴィラ ・ アマゾニア」 を設定するとともに 「ア
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設備が必要でないことも、実務学校
拓
植科を引き継いだ
一因であるだろう。国士舘高等
拓
植学校では、明確にア
マゾンへの入植を目的として実践的な移民教育が行われた。卒業後は渡伯し、アマゾニア産業研究所附属の訓練所で農業等を一年間学び、州契約の譲渡地へそれぞれ入植することとなった。　
しかし、第二回卒業生を輩出後の一九三二年五月、上
塚は国士舘から離れ、 現在 神奈川県川崎市生田の地に、日本高等拓 学校を新たに設立し、自ら校長 なる。同年一一月には、財団法人国士舘の理事職からも離れ、以降、上塚と国士舘との関係は希薄となった。　
その後の上塚は、衆議院議員として政治活動を行い
つつ、アマゾニア産業研究所 拡大・発展に精力を注ぐ。上塚は、
一九三二年一二月に
アマゾニア産業研究所
の財団法人化を果たし、次いで一九三五年一〇月に 株式会社化して社長に就任、あわせて翌一九三六年一月に現地ブラジルでも会社登記を行い、その事業を発展させた。アマゾンでは、当初の大苦難をようやく脱して、一九三四年以降はジュート栽培で大成功を収めつつあった。しかし、一九四二年のブラジルの対日宣戦布告で、その全てを接収された。　
戦後、上塚は一九四六年の第二二回総選挙で衆議院議
国士舘高等拓植学校第 1 回卒業式（上塚芳郎氏提供）
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員に復帰し、 第一次吉田茂内閣で大蔵政務次官を務めた。一九五一年には熊本県知事選挙にも出馬した。一九五三年五月には衆議院外交委員長に就任するなどしたが、一九五五年の第二七回総選挙で落 し、政界から身を引いた。一方、一九五二年の日伯国交回復以前より、ブラジル移民の再開に尽力する。日伯中央協会の理事長を務めながら、接収されたアマゾニア産業研究所の回復とアマゾン開発に情熱を注いだ。 九五四年二月には新た設立された日本海外協会連合会（現
JIC
A
／国際協力機
構の前身）の副会長に就任した。一九五 年にブラジル政府より南十字星大勲位章を授与 また 六五 には勲二等瑞宝章を授与された。 七八 〇月、八八歳で逝去した。　
これらの上塚司の略歴を見れば、多方面で活動した人
物であることがわかる。その生涯の中でも、国士舘との関係は、一九一五年から一九三二年までの約二〇年間わたった。上塚が、一九三〇年四月に国士舘が設置した国士舘高等拓植学校の校長として、 教育と運営の全てを担っ こと 言うまでもない ここでは最後に、上塚が国士舘創立期において、運営の中核を担ったこ を強調し おきたい。　
上塚は、 満鉄時代に柴田德次郎と親交を深めたことで、
国士舘創立前の青年大民団発足時より、遠く中国の地からその活動を支えた存在であった。当然、一九一七年に創立した国士舘への期待も きく、常に動向を見守っている。例えば、上塚は香港から柴田宛に書簡を送り、 「士舘建築の進行に就ては野田逓相より雲南吾城宛にて詳しき書状到来、既に承知、祝福に不堪候」 （ 『大民』第六巻第一号）と、大講堂をはじめとする世田谷での校地整備の遂行を祝している。　
上塚の帰国後の一九二〇年以降は、衆議院議員として
の多忙な身を賭しつつ、国士舘運営の一翼を担った。財団法人国士舘 理事・評議員を務め ことを じめ、特に会計担当として国士舘維持委員会の にも関わったことは、それを顕著に示している。例えば、福岡の実業家麻生太吉宛に、上塚は柴田との連名で書簡を送り、たびたび募金を依頼するなど、実際に運営の労を担っている。上塚は、政界に身を置き素性も明確である。特に、政界で一定の地位 築く大 物に対して国士舘支援 得る際、上塚の果たす役割が大きかったことは容易に推察できるのである。
